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江戸切子 (東京都）
日本を代表する工芸品の一つ、江戸切子。明治時代、ヨーロッパ
のカットグラス（切子）の技法を取り入れることで独自の工芸技
法が確立しました。

【多様な文様】20種ほどの独自文様。その組み合わせは無数に。
【繊細なカット】一本一本手作業で刻まれるシャープな線。
【線と面の表現】表面を薄く削る「花切子」など面の表現も。

薩摩切子 (鹿児島県）
江戸末期、薩摩藩主によって推奨された薩摩切子の製造。その
後、薩英戦争などにもまれ、わずか20数年で途絶えてしまいまし
た。そんな幻の薩摩切子を復刻して生まれたのが、現代の薩摩切
子です。

【重厚感】分厚いクリスタルガラスがずっしりと重厚感。
【ぼかし】厚いガラスに施された大胆なカットのグラデーション。
【色ガラス】鮮やかな発色、高度な技術によるガラス生地。

江戸硝子 (東京都）
「宙吹き」「型吹き」「押し型」の３つの製法で作られる江戸硝
子。江戸時代から変わらない原材料を使い、職人の熟練の技で薄
く、透き通るガラスの世界を作り続けている

【乳白あぶり出し硝子】明治・大正時代の稀有な技法を復活させ
た、温度差によって生まれる乳白色の紋様。
【薄く透明】高い技術で薄く透き通ったガラス。

肥前びーどろ (佐賀県）
佐賀県の重要無形文化財に指定されている「肥前びーどろ」。佐
賀鍋島藩10代の鍋島直正が寛永5(1852)年に設置した「精錬方」を
基礎として発展しました

【宙吹き】型を使わず息を吹き込んで生まれる曲線的なフォルム
【幻想的な虹色】赤/黄/青/紫/水色による淡い虹色の表現。
【艶と輝き】ゆるやかな凹凸が光を複雑に反射し水のような質感。
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大阪浪華錫器 (大阪府）
錫（すず）は、紀元前から人類に使われてきた素材のひとつであ
り、日本に渡ったのは6〜7世紀頃。江戸時代になると、大阪がそ
の一大産地になりました

【錫のイオン効果】錫分子が不純物を吸着しまろやかな味わいに。
【高い技術】柔らかい錫を鋳物成形する高難度の加工技術。
【大阪錫器】唯一の製造元「大阪錫器」による多様な表現。

東京銀器 (東京都）
鍛金、彫金、鋳金などの技法を使ってさまざなな品々を生み出す
東京銀器。1867年のパリ万博にも出品され、優れた技術で世界中
の人々を魅了しました。

【鍛金】地金を金槌や木槌で叩き、薄く均一で立体的に。
【独特の模様】槌の跡「槌目」や小判のような「ゴザ目」など。
【銀イオン】銀イオンの効果で酒の味がまろやかに。

高岡銅器 (富山県）
人類が、最初に道具として利用した金属が「銅」。日本でも、銅
器は弥生時代から製造が始まり、現在は富山県高岡市が日本最大
の青銅器産地になっています。

【豊富で独特な色】銅や銅合金を腐食させ、様々な色を生み出す
着色技術。
【装飾技術】仏具製造などで培われた鋳造や彫金技術。

SYUKI (日本工芸堂）
日本の世界遺産から生まれた、日本工芸堂オリジナルの限定酒器
セット。手に馴染む構造で、なだらかな曲線を描く飲み口は、口
当たりがよく、飲み物をすっと口へと運びます。

【沖ノ島朱】沖ノ島近海の塩を配合した朱色が美しい吹きガラス。
【屋久杉】屋久杉の土埋木を使った、木目の美しい台座。
【計算された形状】持ちやすく、口当たりよく、香りが広がる形。



漁業で使われていたガラスの浮玉を造る技術を活かした、手づく
りのあたたかみのある「津軽びいどろ」。日本の四季を感じさせ
る柔らかな色彩が魅力です。

【丸みのある形】浮玉製造に由来する宙吹き技術を活かした、丸
みのある柔らかいフォルム。
【色彩】100を超える色のガラスが見せる美しいドット模様。

【固くて透明】1520℃の超高温による透明度と硬さ。
【3重構造】三層のガラスの内側にだけひびが入った「内貫入」。
【耐熱】熱に強く、熱湯を注いでも割れずに安心。

琉球ガラス (沖縄県）
第二次世界大戦の敗戦によってガラス工房や原料がなくなってし
まい、駐留米軍による廃瓶を再利用して復活させた琉球ガラス。
今では独特の風合いが人気の工芸品になりました。

【鮮やかな色】もとの廃瓶の色に由来する、鮮やかな色彩。
【気泡】不純物により入ってしまう気泡が、かえって魅了に。
【再生ガラス】廃瓶を再利用し、宙吹き/型吹きにより成形。

津軽びいどろ (青森県）

小樽切子 (北海道）
創業当初はガラス瓶を製造していた「深川硝子工芸」によって作
られる小樽切子。色ガラスの上に色ガラスを重ねることで、独創
的な色合いを生み出しました。
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萩ガラス (山口県）
幕末の一時期に萩藩で作られていた萩ガラス。地元産の石英玄武
岩を原料に、固く丈夫なガラスが作られます。高杉晋作も愛した
というガラスを現代に蘇らせました。

【複雑な色】色ガラスの被せによる複雑な色合い。
【環境配慮】製造工程における環境配慮の取り組み。
【丈夫なカット面】熱処理で表面の鋭角を取り除き、傷つきにくい。



約400年前に大村藩主が朝鮮から陶工を連れて帰り、波佐見で陶器
の生産が始まりました。透き通る白磁と藍色の染付が特徴的で、
シンプルなデザインが日常使いの食器として支持されています。

【日常使いしやすさ】シンプルなデザインで薄くて固く、日常で
活躍する食器。
【ほたる手】透かし彫りに透明な釉薬を埋め込む技法。

波佐見焼 (長崎県）

【花塗り】有油漆を使用した光沢ある仕上がり。
【金虫喰塗り】大麦や籾殻を使用して凹凸をつけながら漆を塗り
重ね、唯一無二の模様を研ぎ出す仕上げ。

小鹿田焼 (大分県）
約300年以上の歴史を持つ小鹿田焼。一子相伝という伝承方法を取
っており、窯主の長男だけがその技術の継承者となるため、窯元
は増えることなく、そのままの技法で伝承され続けてきました。

【飛び鉋】ろくろで成形した後、化粧土をかけ、ろくろを回転さ
せながら化粧土部分ををへらなどで削り取っていくことで、削ら
れた部分の素地の色が模様として浮かび上がる技法。

越前漆器（福井県）
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会津塗 (福島県）
会津の漆の歴史は古く、生産が始まったのは輪島塗や津軽塗りよ
りも早く、室町時代に始まっていたと言われています。塗りの表
面の美しさと蒔絵などの多彩な加飾が魅力です。

大谷焼（徳島県） 益子焼（栃木県）


